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１２月２２日に公表された厚生労働省の虐待調査結果。家庭内虐待は横這いだが
施設での虐待件数は増えており、内３割超が特養であった。言うまでもなく虐待は
人権侵害の最たるものであり、一発でアウト（指定取り消し）になりかねない深刻
な事態である。
　どうすれば虐待を予防できるか。その原因として下記囲みの要素が挙げられてい
るが、教育不足だけで片付けられる問題ではないと思われる。施設内虐待の真相に
迫り、その実践的予防策を本号で取り上げる。

☆：外岡潤
◯：特養の施設長
◯：来年度からいよいよ全事業所につき虐待防止の取り組みが義務化されますね。これは
　やっていないと減算ですか。
☆：はい、福祉用具は３年間猶予されますがそれ以外は待ったなしです。因みに、ショート
　と小多機について身体拘束適正化の取り組みも義務化されたので注意が必要です。
◯：分かりました、うちは複合型でショートもあるため、ショートでも意識的に身体拘束
　の取り組みをやるようにします。ただ問題は現実に虐待が起きてしまうという実態です。
☆：今回発表された統計でも、施設内虐待件数が増えていますね。
〇：恥ずかしながら先月も心理的虐待と言ってよい暴言をご利用者に吐いた職員がおり、厳重注意
　にとどめましたが臍を曲げて辞められてしまいました。絶望的に人が足りない中で、指導する側とし
　てもなかなか強く言えないところがあり、また虐待に関する教育も不十分です。先生のユーチューブ
　動画を活用しオンデマンドで受講させていますが、一体どうすれば虐待を予防できるでしょうか。
☆：厚労省の統計によれば、教育や知識不足が一番の原因とされていますが、どう思いますか。
◯：うーん、教育が足りないと言えばその通りなのですが、逆にどのような教育をすれば虐待を予防で
　きるのでしょうか…
☆：そうですよね。私もこの結論には懐疑的です。それこそ研修動画もありますから、現場職員が虐待
　について最低限の知識（虐待の類型と定義、通報義務）を身に付けることはそれほど難しいことでは
　無いと思います。主要な原因は二番目の「職員のストレス」であり、その背景に人員不足や利用者ら
　によるハラスメント（いわゆるカスハラ）があるのではないでしょうか。
◯：現場の感覚からして、自分もそう思います。ニュースなどを見ると、最近利用者に対しかっとなり
　暴力を振るうケースが増えているように感じますね。
☆：そうですね、次のようなケースが典型的です。
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令和 4 年 度「高齢者虐待の防止、高齢者の養護者に対する支援等
に関する法律」に基づく対応状況等に関する調査結果（資料２）より

一位が教育不足？
利用者・家族からのハラスメントは？
職員の資質の問題にしてしまって良いの？
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「夜中に何度も呼び出され腹が立った」入居者が顔にけが　奈良（令和５年１２月１日）
奈良市の高齢者施設で、入居者の９０代女性に暴行を加え、顔にけがをさせたとして
職員の男が傷害容疑で逮捕された。「夜中に何度も呼び出されて腹が立ち、思い切り鼻
をつねった」と供述している。
グループホーム管理者ら、入居者の顔たたき虐待　和歌山（令和５年９月２７日）
職員らが入居者をたたく虐待をしたとして、和歌山市は市内のグループホーム A の運営
法人に対し半年間の新たな入居者の受け入れ停止と介護報酬の 3 割減額の行政処分にす
ると発表した。6 月ごろ、50 代の女性管理者が認知症の入居者の行動に腹を立て、ほお
を手でたたいた。また、7 月ごろ 60 代男性介護職員も別の入居者の額を手でたたいた。
いずれも入居者にけがはなかった。職員は調査に対し、「利用者が言うことを聞かず疲
れていて、つい手が出てしまった」等と話している。
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〇：ご利用者からの要望に対応しきれず、爆発してしまうパターンですね。
☆：はい、こうした事件は特に夜間帯に多いのではないかと推測します。夜勤者は通常一
　人勤務であり、孤独を感じ精神的に不安定になりやすい中で複数のご利用者に対応しな
　ければなりません。休憩も碌に取れず、連続勤務で疲れきっている人も多いのではない
　でしょうか。
〇：その通りです。夜勤者も手薄なのでどうしても一人当たりの負担が増えてしまいます。
☆：もう一つの問題は、周囲に止める人がないのでカッとなったとき歯止めが利かず、暴
　力沙汰に及んでしまいやすいという環境です。かといってコールを無視すればネグレク
　トと見做されてしまうためクールダウンすることもできません。
○：本当ですね。それだけ追い詰められれば、いくら正しい知識や技術があっても歯止め
　にはなってくれませんね。
☆：そう思います。厚労省は毎年統計を出しますが、具体的にどのような虐待がいかなる
　シチュエーションで起きているかといった詳細な情報を開示しておらず、原因分析も単
　にヒアリング結果をまとめただけで突っ込んだ分析をしていません。ですが、施設にお
　いてもこのように状況別にみれば原因と対策は自ずから明らかになるものと考えます。
〇：夜勤の虐待を無くすには、どうすればよいでしょうか。
☆：まず夜勤者にアンケートを取り、現場の課題を把握し解決に努めます。人を増やすこと
　が難しくとも、休憩室を整備する、コールが特に頻回な利用者について対策を全員で協
　議するといった対応は可能でしょう。介護拒否が強かったり、昼夜逆転している利用者
　等は夜勤者もストレスを感じやすいため、夜眠れる工夫をカンファレンスで模索します。
　すぐには解決法が見いだせずとも、このように全員で取り組み夜勤者を一人にさせない
　意識が大切なのです。
〇：なるほど、孤独を和らげる意識ですね。
☆：夜勤者が思いとどまれるよう、夜間のコールセンターを設けるのも一案です。カッと
　なりそうなとき、辛さを吐露し相談できる外部の相談室があるだけで、安心感が違うと思います。


